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Ⅳ 主な取組内容 

１ 地域連携によるスポーツ大会の新展開

（１）新たなスポーツ大会の開催

民間事業者を主体として、競技団体や自治体、観光関係団体、地元住民も一体と

なって、自転車長距離ツーリングイベントを核とした新たなスポーツ大会を立ち上

げ、持続的展開を図る。また、奥三河地域の地形を活かしたトレイルランニングを

充実開催していく。 

さらに、こうしたモビリティスポーツを広域的な地域資源として磨き上げ、地域

ブランド強化にもつなげていく。 

〔３箇年工程表〕 

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①新たなスポーツ大会の立ち

上げと持続的展開 

H26 県先導事業関連 

民間事業者、競技団

体、県、市町村、観

光関係団体 

②奥三河地域の地形を活かし

たトレイルランニングの開

催

民間事業者、県、市

町村 

③地域ブランド強化に向けた

スポーツ情報の発信 

H26 県先導事業関連 

愛知県東三河広域

観光協議会、県、市

町村 

～自転車長距離ツーリングイベント先進事例～ 

『グランフォンド富山2014』 

■開 催 日 2014年 6月１日(日)  

■メイン会場 ドリームスタジアム富山（富山競輪場） 

■主 催 グランフォンド富山2014実行委員会 
（※地元自転車関係団体、テレビ局などで構成） 

NPO法人富山サイクル交流倶楽部 

富山県自転車競技連盟 

■参 加 者 数 1,307人 

■コース設定 

・180km（750名） 

・130km（426名） 

・ 80km（62名） 

・ 50km（69名） 

・自転車長距離ツーリングイベント

・奥三河パワートレイル

開催

運営体制の検討

準備委員会発足

イベント内容の充実検討

開催

・競技の普及定着と大会の充実方策などの検討

・練習会など大会以外のコース利活用検討

・HP を活用した普及啓発

【スタート地点】 

【走行風景】 【エイドステーション】 
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（２）既存の大会をつなぐ連携協力の推進

東三河の各地域で実施されているスポーツ大会の連携方策を検討し、より多くの

人々が参加でき、楽しむことができる仕組み作りに取り組むなど、既存のスポーツ

大会のさらなる盛り上げを図っていく。 

〔３箇年工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①シリーズ戦等による大会間

の連携強化 

愛知県東三河広域

観光協議会、各種競

技団体、県、市町村 

②「スポーツカレンダー」に

よる情報発信 

H26 県先導事業関連 

愛知県東三河広域

観光協議会、各種競

技団体、県、市町村 

・同種のスポーツ大会への共通ポイント制などの検討

・HP やチラシ等による普及啓発

「スポーツカレンダー」

シリーズ戦の検討

シリーズ戦の開催

「スポーツカレンダー」の作成

定期的に情報更新

HP により、大会や試合結果、スポーツ関連行事

等の情報をタイムリーに発信

（表面） （裏面）
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２ 世界・全国レベルのスポーツ大会の招致

（１）2020 年東京オリンピック・パラリンピックの合宿誘致

「あいちスポーツコミッション（仮称）」設立の動きをふまえ、情報の共有化など

東三河地域での連携を強化し、既存の施設や地域資源を最大限活用し、地域が一体

となって 2020 年東京オリンピック・パラリンピック合宿の誘致活動を行っていく。 

〔３箇年工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①既存の施設や地域資源を

活用した合宿の誘致活動 

競技団体、県、市町

村、観光関係団体 

②その他候補地の検討と連

携強化 

県、市町村    

（２）世界・全国レベルの大会の招致

FIFA フットサルワールドカップ 2020 や関連大会の招致に向けて、東三河地域

内における開催候補地を検討していく。また、各種競技団体や地元受入れ団体と

の連携を強化し、世界・全国レベルの大会の招致を目指していく。 

〔３箇年工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①FIFA フットサルワールド

カップ 2020 や関連大会の

招致に向けた開催候補地

の検討 

県、市町村    

②各種競技団体、地元受入

れ団体の連携強化 

各種競技団体、県、

市町村 

・会場施設調査や開催候補地の検討

・交通アクセスや宿泊施設等の調整

・各種競技団体、地元受入れ団体の連携方策の検討

・マラソン・駅伝や自転車、マリンスポーツ、モーター

スポーツ、雪上スポーツ、プロスポーツなど、大会開

催実績を活かした世界・全国レベルの大会招致の検討

・合宿候補地や広域連携による誘致活動の検討

・豊橋総合スポーツ公園の活用（豊橋市） 

総合スポーツ公園を中心とした室内施設のＰＲ、及び

各競技団体との連携の強化 

・豊田自動織機 海陽ヨットハーバーの活用（蒲郡市） 

海陽ヨットハーバー等周辺マリーナ施設のＰＲ、及び

当該施設での大会実績のさらなる向上 

・トライアスロン事前合宿誘致活動（田原市）

活動スケジュールの策定及び受入体制・経済効果・Ｐ

Ｒ方法の調査、特産品のスプレー菊を使ったビクトリー

ブーケのＰＲ 

・宿泊施設の提携等に関する観光関係団体との連携や、広

域的なインフラ活用方策の検討 
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３ スポーツ大会による地域振興

（１）観光との連携

大会会場において物産フェアや観光フェアを開催することで、スポーツ大会やプ

ロスポーツの集客力の向上と合わせて地域 PR の強化に取り組むとともに、スポーツ

ツーリズムやヘルスツーリズムを普及促進することで、さらなる観光誘客を図って

いく。 

特に、新たな立ち上げと持続開催を目指す２大会(自転車長距離ツーリングイベント、トレイルランニング)

をモデルとして、観光連携に積極的に取り組んでいく。

〔３箇年工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①参加者や観戦者への地域

ＰＲの強化 

民間事業者、観光関

係団体、県、市町村 

②スポーツツーリズムやヘ

ルスツーリズムの普及促

進 

民間事業者、観光関

係団体、県、市町村 

③新たなスポーツ大会をモ

デルとした評価・検証 

民間事業者、県、市

町村、大学等 

＜事例紹介 大会会場における地域ＰＲ＞ 

・大会会場における物産フェアや、観光フェアの充実・

拡大

・茶臼山高原スキー場などの観光拠点の会場活用や、観

光スポットを巡るコースの設定を支援

・スポーツツーリズム、ヘルスツーリズムのツアー造成

を検討

・HP やチラシ等による普及啓発

【トライアスロン伊良湖大会】 
（参加者や観戦者への地元特産品の提供） 

【新城ラリー】 
（地元特産品の販売）

（チェンソーアート実演）

奥三河特産品（ピピッと！あい

ち）や五平餅（茶臼の里組合）の

販売 

奥三河の間ばつ材を使った工作

体験 

地元飲食店や、軽トラ市出展者に

よる飲食販売 

観光協会や湯谷温泉発展会など

による地元 PRブース 

・ゴール会場での参加者及び観戦者へのあ

さり汁の提供 

・ゴール選手への渥美半島産のメロンの提

供 

・前夜祭での地元産の新鮮野菜の提供や、

花火大会の開催による地元の人々との交

流。 

・自転車長距離ツーリングイベントとトレイルランニングの 2 大会

経済波及効果の評価・検証

観光連携事業のモデル立案、実証実施、改善策の検討

チェンソーアートクラブ「マスタ

ーズ・オブ・ザ・チェンソー東栄」

の会長によるチェンソーアート

の実演 
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（２）多様な主体との連携

各種競技団体や指導者、選手と連携し、大会等を通じたスポーツの普及拡大や、

スポーツを通じた地域貢献活動等の地域振興策、大会を支える運営ボランティアの

育成方策等を検討し、多様な主体の参画促進を図っていく。

〔３箇年工程表〕

＜事例紹介 スポーツ大会における地域貢献活動＞ 

（３）各種大会の充実・普及

各種スポーツ大会の競技力の向上や参加者の拡大などに取り組むとともに、地域

スポーツ選手・チームの育成・強化を支援し、大会の充実・普及を図っていく。 

〔３箇年工程表〕

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①各種大会の競技力・魅力

の向上 

各種競技団体、県・

市町村体育協会、

県、市町村 

②選手・チームの育成強化

の支援 

各種競技団体、県・

市町村体育協会、

県、市町村 

取組内容 主な取組主体 
実施年度 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

①各種競技団体・指導者等

との連携 

各種競技団体、県、

市町村 

②スポーツ大会運営ボラン

ティアの育成 

各種競技団体、県、

市町村、大学等 
・各大会の連携による運営ボランティアの育成方策を検討

・大会等における選手との交流や普及イベント・スポー

ツ教室の開催

・各種競技団体や指導者と連携して地域振興方策を検討

【穂の国・豊橋ハーフマラソン】 
（地元ボランティアによる競技運営と安全確保） 

【三河湾健康マラソン】 
（地元ボランティアの活動） 

地元ボランティア（総勢 210 名） 

・「競技ボランティア」（144 名） 

（走路役員及び車椅子ランナー補助役員として

競技における安全を確保） 

・「運営ボランティア」（66 名） 

（参加者受付やドリンクサービス及び手荷物預

かり等円滑な運営・サービスの向上に従事） 

「日本一安全な大会」を目指し以下のボランティアを配置 

・競技運営ボランティア（550 名）

・市民ボランティア  （450 名）

・「穂の国ランニングサポーター」（500 名）

（参加者のうち有志により救命講習を受講し、レース中の

アクシデントに対応）

・救護ボランティア（150 名）

（25 か所の救護ポイントに有資格者を中心に配置） 

・有力選手の招へい等による競技レベルの向上 

・大会 PRの強化や種目の多様化等による参加者の拡大 

・県体育協会を中心としたジュニア選手の発掘・育成・強

化の支援

・トップアスリート・チームと連携した巡回指導等による

育成支援
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Ⅴ 推進体制等について 

１ 推進体制

東三河全域の観光振興を推進する官民共同組織である｢愛知県東三河広域観光協議

会｣と東三河県庁の連絡調整を通じて、各主体の連携・協力を深めつつ、各取組間相互

の調整を図ることで、取組効果を高めるとともに、実効性を確保していく。 

そして３箇年工程表で明記した県、市町村、各種競技団体、観光関係団体、民間事

業者、大学、ＮＰＯ等の各主体がそれぞれの取組を着実に推進していく。 

２ 推進プランの進捗状況の把握及び見直し

関係団体、県、市町村が連携・協力しながら、毎年度、推進プランに基づいて実施

する取組の進捗状況の把握及び評価を実施し、東三河ビジョン協議会へ報告していく。 

東三河ビジョン協議会においては、社会・経済環境の変化を踏まえて随時ローリン

グを行うなど、推進プランを柔軟に見直していく。 

【推進イメージ】 

Ｈ２７             Ｈ２８            Ｈ２９

＜愛知県東三河広域観光協議会、県、市町村＞ 

各取組間相互の調整、推進プランの進捗状況の把握・評価 

県 

＜東三河ビジョン協議会＞ 

社会・経済環境の変化を踏まえた推進プランの見直し 

毎年度報告 

市町村 

各種競技団体、観光関係団体 

民間事業者、大学、NPO 等 

推進プラン

に基づく 

取組の実施 

ス
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興


